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巻 

頭 

言
広
島
平
和
研
究
所
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
第
二
号 

　
　「ふ
た
つ
の
世
界
大
戦
と
現
代
世
界
」
の
刊
行
に
あ
た
っ
て

　

広
島
平
和
研
究
所
は
、
一
九
九
八
年
四
月
に
、
人
類
史
上
最
初
の
被
爆
都
市
「
ヒ
ロ
シ
マ
」
の
使
命

と
し
て
、
核
兵
器
の
廃
絶
と
世
界
恒
久
平
和
の
実
現
に
向
け
た
学
術
研
究
と
そ
の
成
果
の
発
信
・
提
言

を
目
的
と
す
る
広
島
市
立
大
学
の
附
置
機
関
と
し
て
開
設
さ
れ
ま
し
た
。
広
島
平
和
研
究
所
で
は
、
こ

れ
ま
で
も
、
研
究
や
大
学
教
育
に
取
り
組
む
一
方
で
、
研
究
成
果
を
広
く
市
民
の
皆
様
に
還
元
す
る
取

組
み
を
進
め
て
お
り
、
そ
の
一
環
と
し
て
、
平
和
に
か
か
わ
る
諸
問
題
を
テ
ー
マ
に
、
連
続
市
民
講
座

（
年
二
回
）
や
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
年
一
回
）
等
を
継
続
的
に
開
催
し
て
お
り
ま
す
。

　

昨
年
度
よ
り
、
広
島
平
和
研
究
所
が
主
催
者
と
し
て
か
か
わ
っ
た
連
続
市
民
講
座
や
国
際
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
の
内
容
を
お
伝
え
し
、
現
代
世
界
に
お
け
る
平
和
構
築
に
関
す
る
問
題
提
起
と
す
る
た
め
、
こ
の

小
冊
子
シ
リ
ー
ズ
の
「
広
島
平
和
研
究
所
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
」
を
刊
行
し
て
お
り
、
今
回
は
そ
の
第
二
号

と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
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第
二
号
で
あ
る
本
書
は
、「
ふ
た
つ
の
世
界
大
戦
と
現
代
世
界
」
を
テ
ー
マ
に
、
広
島
平
和
研
究
所
主

催
の
二
〇
一
四
年
度
後
期
の
連
続
市
民
講
座
「
第
一
次
世
界
大
戦
開
戦
百
周
年
―
現
代
の
平
和
を
考
え

る
た
め
に
」（
二
〇
一
四
年
十
一
月
二
一
日
か
ら
十
二
月
一
九
日
ま
で
の
全
五
回
）
と
二
〇
一
五
年
度
前

期
の
連
続
市
民
講
座
「
第
二
次
世
界
大
戦
―
日
本
を
中
心
に
」（
二
〇
一
五
年
六
月
十
二
日
か
ら
七
月

一
〇
日
ま
で
の
全
五
回
）
の
講
義
（
全
一
〇
回
中
の
九
回
分
）
を
も
と
に
執
筆
し
て
頂
い
た
原
稿
九
本

を
収
録
し
て
お
り
ま
す
。

　

二
〇
世
紀
に
お
い
て
、
人
類
は
、
二
度
の
世
界
大
戦
を
経
験
し
ま
し
た
。
二
〇
世
紀
は
、
ま
さ
に
、

戦
争
と
革
命
と
大
量
死
の
時
代
で
し
た
。
世
界
的
に
著
名
な
歴
史
家
で
あ
る
エ
リ
ッ
ク
・
ホ
ブ
ズ
ボ
ー

ム
が
「
極
端
な
時
代
（A

ge of Extrem
es

）」
と
喝
破
し
た
こ
の
世
紀
は
、
さ
ら
に
、
大
量
生
産
・
大

量
消
費
を
基
礎
と
し
た
地
球
の
資
源
と
環
境
の
無
制
限
な
略
奪
と
改
造
の
時
代
で
も
あ
り
ま
し
た
。
そ

し
て
、
現
在
、（
１
）
核
・
戦
争
（
２
）
環
境
破
壊
（
３
）
資
源
・
食
糧
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
等
が
、
人

類
滅
亡
の
危
機
が
極
め
て
リ
ア
ル
な
問
題
と
し
て
我
々
に
突
き
つ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
点
、
殊
に
、

戦
争
は
最
大
の
環
境
破
壊
で
あ
り
、
軍
備
は
最
大
の
資
源
浪
費
で
あ
る
こ
と
を
鑑
み
る
な
ら
、
こ
れ
ら

の
危
機
克
服
の
た
め
に
は
、
戦
争
を
い
か
に
な
く
し
て
い
く
か
が
課
題
と
な
り
ま
す
。
そ
の
視
点
か
ら

見
る
な
ら
ば
、
二
〇
世
紀
は
、
国
際
平
和
機
構
の
設
立
（
国
際
連
盟
、
国
際
連
合
な
ど
）、
戦
争
の
違
法
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化
（
不
戦
条
約
な
ど
）
や
軍
縮
に
よ
る
平
和
が
試
み
ら
れ
た
時
代
で
あ
っ
た
こ
と
も
あ
わ
せ
て
考
え
ら

れ
る
べ
き
と
思
わ
れ
ま
す
。
本
書
で
は
、
こ
う
し
た
ふ
た
つ
の
世
界
大
戦
の
歴
史
的
背
景
、
当
時
の
平

和
構
想
の
意
義
と
限
界
、
現
在
に
残
さ
れ
た
課
題
等
を
さ
ま
ざ
ま
な
視
点
か
ら
論
じ
て
お
り
ま
す
。

　

本
書
の
第
Ⅰ
部
は
、「
第
一
次
世
界
大
戦
開
戦
百
周
年
―
現
代
の
平
和
を
考
え
る
た
め
に
」
を
テ
ー
マ

に
、「
第
一
次
世
界
大
戦
と
は
何
で
あ
っ
た
の
か
」（
第
１
章　

吉
川
元
）、「
不
戦
条
約
と
日
本
国
憲
法

第
九
条
」（
第
２
章　

河
上
暁
弘
）、「
第
一
次
世
界
大
戦
後
の
ド
イ
ツ
の
平
和
運
動
」（
第
３
章　

竹
本

真
希
子
）、「
第
一
次
世
界
大
戦
を
ど
う
書
く
か
―
独
仏
の
例
を
中
心
と
し
て
」（
第
４
章　

剣
持
久
木
）

に
つ
い
て
検
討
を
加
え
、
い
ず
れ
も
時
代
的
に
は
百
年
前
く
ら
い
の
こ
と
を
と
り
あ
げ
つ
つ
も
、
そ
こ

か
ら
「
現
代
」
の
課
題
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
る
こ
と
を
試
み
た
内
容
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
第
Ⅱ
部
で
は
、「
第
二
次
世
界
大
戦
と
は
何
で
あ
っ
た
の
か
」（
第
１
章　

吉
川
元
）、「
日
独

伊
枢
軸
と
敗
戦
そ
し
て
新
憲
法
」（
第
２
章　

石
田
憲
）、「
他
者
の
戦
争
経
験
へ
の
ま
な
ざ
し
―
フ
ィ
リ

ピ
ン
の
日
本
人
戦
犯
問
題
を
め
ぐ
っ
て
」（
第
３
章　

永
井
均
）、「
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
平
和
条
約
と
戦

後
処
理
―
残
さ
れ
た
植
民
地
問
題
」（
第
４
章　

内
海
愛
子
）、「
日
本
に
お
け
る
戦
時
核
開
発
と
原
爆
投

下
の
衝
撃
」（
第
５
章　

山
崎
正
勝
）
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
て
い
ま
す
。
本
年
二
〇
一
五
年
は
、
戦
後

七
〇
年
、
広
島
・
長
崎
へ
の
原
爆
投
下
七
〇
年
の
年
で
す
が
、
こ
れ
ら
は
、
そ
の
七
〇
年
に
お
い
て
残
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さ
れ
て
き
た
課
題
も
あ
わ
せ
て
探
ろ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

　

い
ず
れ
も
、
学
界
の
各
分
野
の
専
門
的
視
点
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
問
題
を
考
え
、
問
題
提
起
を
行
っ

た
も
の
で
あ
り
、
読
者
の
皆
様
が
、
市
民
と
し
て
、
研
究
者
と
し
て
、
学
生
と
し
て
、
ま
た
グ
ル
ー
プ

等
に
お
い
て
、
こ
の
小
冊
子
を
活
用
し
て
頂
け
れ
ば
、
幸
い
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
〇
一
五
年
十
二
月
八
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

河
上　

暁
弘
（
広
島
市
立
大
学
広
島
平
和
研
究
所
准
教
授
、
企
画
委
員
長
）


